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このたび、標記製品の「使用上の注意」を改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。
今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

【改訂内容（下線部　　　：変更箇所）】
改　訂　後 改　訂　前

7．用法及び用量に関連する注意
〈効能共通〉
7.1 変更なし
〈気管支喘息〉
7.2 小児に投与する場合の投与量、投与方法等については、
学会のガイドライン等、最新の情報を参考に投与するこ
と。［9.7.1 参照］
〈参考：日本小児アレルギー学会：小児気管支喘息治療・
管理ガイドライン1）〉
6～15 歳では 8～10mg/kg/日（1回 4～5mg/kg 1 日 2 回）
より開始し、臨床効果と血中濃度を確認しながら調節す
る。

7．用法及び用量に関連する注意
〈効能共通〉
7.1 省略
〈気管支喘息〉
7.2 小児に投与する場合の投与量、投与方法等については、
学会のガイドライン等、最新の情報を参考に投与するこ
と。［9.7.1 参照］
〈参考：日本小児アレルギー学会：小児気管支喘息治療・
管理ガイドライン 20171）〉
6～15 歳では 8～10mg/kg/日（1回 4～5mg/kg 1 日 2 回）
より開始し、臨床効果と血中濃度を確認しながら調節す
る。
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【改訂理由】
小児気管支喘息治療・管理ガイドライン（日本小児アレルギー学会編）改訂に伴う記載整備を行いました。

今回の使用上の注意改訂等を反映した電子化された添付文書情報につきましては、以下よりご確認ください。
・日本ジェネリック株式会社 医療関係者向けサイト（https://medical.nihon-generic.co.jp/）
・医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp/）
・「添文ナビ®」にて個装箱等に表示のGS1 バーコードを読み取る。
「添文ナビ®」のインストールや使用方法は日薬連のホームページをご覧ください。
（http://www.fpmaj.gr.jp/Library/eMC/）

お問合せ先：日本ジェネリック株式会社
安全管理部　TEL：03-6810-0502

－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－

使用上の注意改訂のお知らせ
2024 年 5 月劇薬（テオフィリン徐放カプセル 200mg「サンド」）、

処方箋医薬品（注意－医師等の処方箋により使用すること）
キサンチン系気管支拡張剤

テオフィリン徐放性製剤
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